
玉野市中心市街地活性化事業の概要

平成２４年１１月１日

岡山県玉野市



１.玉野市の位置



２.玉野市の概要ー１

・面積 103.63ｋ㎡ （平成20年10月1日）

・人口 64,596人 （平成24年9月30日）

・世帯数 28,194世帯 （同上）

・明治39年～ 宇野港の修築、宇野線開通と宇高連絡船の就航によ
り、本州と四国を結ぶ海上交通の要衝としての基礎を
構築

・大正6年 川村造船所（現三井造船（株）玉野事業所）が立地

以降、造船を中心とした、ものづくりの街として発展

・昭和15年８月 宇野町・日比町が合併し、岡山県内４番目の都市とし
て玉野市が誕生



２.玉野市の概要ー２

・昭和28年７月 児島郡山田村を編入合併

・昭和29年４月 児島郡荘内村を編入合併

・昭和30年２月 児島郡八浜町を編入合併

・昭和49年３月

（昭和51年）

児島郡東児町を編入合併

（人口のピーク：80,133人）

・昭和54年～ 第二次オイルショック、構造不況、近隣諸国の台頭等
により、基幹産業の造船業が衰退

・昭和63年～ 瀬戸大橋開通に伴う宇高連絡船の廃止により、交通
体系が劇的に変化



３. 中心市街地の現状分析

①基幹産業の衰退による市全体の人口減少

②宇高連絡船廃止の影響による人口減少

③歩行者通行量の減少による街なかの賑わい喪失

④隣接の岡山市・倉敷市に立地

する大規模小売店舗の影響

による商業活動の低下

★直島の観光客は増加傾向

★観光客のニーズに対応した宿泊

施設やカフェといった滞在機能

が中心市街地に少ない



４.基本計画認定までの歩み

H 20.4 まちづくり研究会の発足

H 21.4  玉野市中心市街地活性化協議会の設立

H 21.7  庁内に「中心市街地活性化対策室」を創設

H 22.4  素案策定に着手

H 22.10 素案完成

H 24.2 申請手続き

H 24.3 認定（全国：109番目 中国地域：8番目）



５.玉野市中心市街地の区域

倉敷市

岡山市

玉野市

車約60分

車約50分

船20分 香川県・直島

中心市街地の区域 約70ha



６.中心市街地の既存ストック

（瀬戸内国際芸術祭）



７.課題と基本コンセプト及び方針



８.街なか再生のための課題

①ＪＲ宇野駅東の広大な遊休地の活用

②「ののちゃん」や「アート」などの地域資源を

活かした回遊性の向上

③街なかを回遊しやすい環境づくり

（社会資本の整備を含む）



９.中心市街地の事業 ～イメージ図



街なか再生のための課題

①ＪＲ宇野駅東の広大な遊休地の活用

②「ののちゃん」や「アート」などの地域資源を

活かした回遊性の向上

③街なかを回遊しやすい環境づくり

（社会資本の整備を含む）



１０.具体的な事業ー１
～「まちの顔」づくり～
駅東広域交流拠点の整備

瀬戸内温泉「たまの湯」
事業

こだわりの戸建て住宅
整備事業

シニア向け住宅整備事業

瀬戸内・海の
ホテル事業

商業施設開発事業 高齢者向け賃貸住宅
整備事業

親水公園整備事業

宇野港の未来を担う
「小さな子供たちの手

形事業



街なか再生のための課題

①ＪＲ宇野駅東の広大な遊休地の活用

②「ののちゃん」や「アート」などの地域資源を

活かした回遊性の向上

③街なかを回遊しやすい環境づくり

（社会資本の整備を含む）



シティーセールス拠点施設として商業施設内に８月３日オープン

①いしい ひさいちさんの「ののちゃん」に加え、女性に人気の一条ゆかりさん

の作品展示

②本市の歴史、施策、著名人等の紹介、グッズや市特産品等の販売など

→本市の知名度の向上と街なかへの回遊性の促進へと繋げる。

１０.具体的な事業ー２
たまののミュージアムの整備



若手クリエイターや地元住民の交流施設として商店街の空き店舗にオープン

①クリエイターの作品展示・販売

②カフェコーナーの設置

→クリエイターと地元住民との交流を促進するとともに、直島への観光
客等の滞在・回遊性の向上を図る。

１０.具体的な事業ー３
クリエイター交流拠点「ＵＺ（ウズ）」の整備



街なか再生のための課題

①ＪＲ宇野駅東の広大な遊休地の活用

②「ののちゃん」や「アート」などの地域資源を

活かした回遊性の向上

③街なかを回遊しやすい環境づくり

（社会資本の整備を含む）



現 況

整備イメージ

【事業コンセプト】

・安全な歩行空間の確保

【事業の概要】

・カラー舗装：10路線、約 3,670ｍ

・自由勾配側溝：８路線、約 3,170ｍ

【整備イメージ（カラー舗装）】

１０.具体的な事業ー４
社会資本整備総合交付金事業（カラー舗装事業）



（中央公園リニューアル事業）
【整備イメージ（トイレ改修）】

現 況 整備イメージ

現 況 整備イメージ

現 況 整備イメージ

【整備イメージ（遊歩道）】

【整備イメージ（バリアフリー化）】

【事業コンセプト】

・中心市街地におけるゆとりと安らぎ空間の創造

【事業の概要】

・トイレ改修（バリアフリー対応）：１箇所

・園路（遊歩道整備）

・遊具整備

・広場整備

・照明整備

・植栽等



従来のコミュニティバスの運行体系を大幅に見直し、新たな公共交通

の社会実験を開始（Ｈ２４年７月～）

→周辺地域から中心市街地へのアクセスを高めることにより利便性の
向上と中心市街地への回遊を促進する。

１１.中心市街地と周辺地域との共栄
コミュニティバス＆乗合タクシーの運行





１２.今後の課題

①検討中の事業及び新規事業の具体化

②多様な組織の連携（商店街・自治会・地元住民
など）

③次世代の人材育成など


